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総ふるさと化の意味すること : 小林秀雄の「故郷
を失った文学」 の現代的意義















2. r青春J ， r郷愁」の観念の終鷲
一戦後 1 : 1960 年代
1) 戦前から戦後へー食生活史から見る
2) 明治以降の大転換期として 1960 年代
3. 近代化達成の象徴としての総ふるさと化














筆者は，長谷部正 (2006) ，長谷部正 (2008) で歌謡曲を素材としながら，経済成長にと
もなう都市，郊外，農村の風景の変化といわゆる「故郷」との関連について考察してきた.


























察する.なお，本稿では，第 2 次世界大戦を基準に戦前 (1940 年代前半まで) ，戦後 1 (1940 
















































点から客観的に対象の認識法の獲得であり これらは r (3) 個別化と主客分離の認識図式」
として捉えることができる.






1) .岩村が調査の対象としたのは， 1960 年代に親となった女性達とその母親達である.両
世代を調査すると，まず，母親達が，特異な食生活体験を持っている世代である.母親達
が娘時代を送ったのは，第 2 次世界大戦中であり，経済的にも窮乏していたためどの人
















ていることをみた.ここまで岩村の議論に即して r1960 年代J という言葉については説明
抜きで用いてきたが，次に，この言葉が持つ固有の意味についてふれてみる.



























った(注 4). 1950 年代から 60 年代にかけて故郷(ふるさと)の崩壊現象は一気に進行す
















だ. (略)J (三浦雅士， 2001 , 293) 







2001 , 291-292) 
故郷と結びついて起こる異様な興奮となって示される「郷愁」は青年」や「青春」に
おける夢や記憶の源泉であり，切っても切り離せない関係である.このことに関連して，
三浦は「青春とは非日常が日常となる時空，祝祭の時空の別名である J (三浦雅士， 2001 , 
























































意味の小説が成立し得ないことを証明している.それは後藤明生の『私的生活j ~誰 ?j な
どの一連の団地小説，黒井千次の『走る家族』などの作品に象徴的にあらわれている.し
かしこれらの作品の奇妙な不安定さやいらだちは先駆的文学が担わなければならない宿命









歳のオブローモフj (1 972 年)では作者とおぼしき主人公が団地の建物や人物を「人工的，
抽象的な風景として見ている(J 11本三郎 2006 , 97) 様子が描かれる.ここに見られるの
は本稿で大転換期として捉えている時代を把握するための技法として身につけた「乾いた




































2007 , 249) 
東京は，明治の中期に入ると急激に近代化する. 1900 年代初頭の東京西部の開発が進行
する様子や山の手の発展の様相について，前田愛は夏目激石の『三四郎~ (1909 年)， ~それ
から~ (1910 年)， ~門~ (1 911 年)の初期三部作や田山花袋の『東京の三十年~ (1917 年)































するほとんど唯一の手がかりであった. J (佐藤正英， 2008 , 103) 





































I (略)近代という時代においては，片や認識論の場面でのように Subjekt を subjectum
(ヒュポケイメノン・基体)とみなす発想、が登場するのと並行して ちょうどそれのペン
ダントをなすように，もう一方で自然科学の場面を中心に Objekt の方を subjectum とみな
す発想、が出てきて，その両者が競合しあうようになる.慶松の言葉を借りて言えば，まさ
にこの ISubjektivismus と Objektivismus との相補的な対立j そのものが「近代的な世界
了解J の「図式j ないし「地平」を形成するのである.だから近代批判はこの両面に向け















11江戸っ児J の気風が形成されるまでには 100 年以上の年月を要したが，その「江戸つ
児」の気風は，徐々に希薄になったとはいえ， 100 年以上も息づいてきた. J (高橋勇悦， 2005 ，
19) 








2) 以上の説明は，見回宗介 (1999) を参考にした.
3) 以下は，中村牧子 (2005) の説明に依る.
4) ここでの説明は，輪島雄介 (2010) による.
5) 以上の説明には，長谷部正 (2006) ，正 (2008) を参照のこと.
6) 詳しくは、長谷部正 (2008) を参照のこと.
7) 以上の説明は，中村牧子 (2004) による.
8) 東京の山の手と下町の変遷に関しては次の高橋勇悦の説明がある.
r(略)江戸時代の下町とは，ほぼ神田・日本橋・京橋を中心とした地域(新橋から神田筋違橋までと，







学辞典~ 1987). J (高橋勇悦， 2005 , 4) 







長谷部正(2006) rふるさと歌謡との農村風景の変イ七J ~舞台評論~ Vo1.3, 50・54.
長谷部正(2008) r郊外の風景とジャスコ化する身体J ~感性哲学 8~ 97・ 113.
岩村暢子(2010) ~ r親の顔が見てみたし、!J調査 一家族を変えた昭和の生活史 中公文庫』
中央公論新社(初版 2005). 
陣内秀信(2007) ~東京の空間人類学 ちくま学芸文庫』筑摩書房(初版 1985). 
鹿野政直(1986) ~日本近代化の思想 講談社学術文庫』講談社(初版 1972). 







前田愛(1992) ~都市空間のなかの文学 ちくま学芸文庫』筑摩書房(初版 1982). 
見田宗介(1999) ~現代社会の理論岩波新書』岩波書店.
三浦雅士(200 1) ~青春の終駕』講談社.
中村牧子(2004) r もう一つの故郷喪失-近代日本エリートの教育移動からみる J ~埼玉学園
大学紀要(人間学部篇)~ No.4, 107・ 120.
中村牧子(2005) r戦後日本の故郷喪失と地域の変容- r 自助」問題を巡る考察J ~埼玉学園
大学紀要(人間学部篇)~ No.5, 205・218.
成田龍一(1998) ~ r故郷」としづ物語都市空間の歴史学』吉川弘文館.
成田龍一(2000) r都市空間と「故郷JJ 成田龍一他『青弓ライブラリー9 故郷の喪失と再生』
青弓社， 11・36.
大橋良介(2009)~ 日本的なもの，ヨーロッパ的なもの 講談社学術文庫』講談社(初版 1992) . 
奥野健男(1976) r文学における原風景」奥野健男『奥野健男文学論集 3~ 松岳社， 209-367.
佐藤正英(2008) ~再発見日本の哲学 小林秀雄一近代日本の発見』講談社.
高橋勇悦(2005) ~東京人の横顔 大都市の日本人』恒星社厚生閣.
輪島祐介(2010) ~創られた「日本の心」神話 「演歌」をめぐる戦後大衆音楽史 光文社新
書』光文社.
円iワム
